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冷蔵庫などの冷媒として使用されているフ口ンは、地球のオゾン層を破壊する物質。オゾン層が破壊されると、

地上に達する有害な紫外線が増加し、私たちの健康に悪影響を及ぼすばかりでなく、地球の温暖化が進み、自然

災害や生態系にも深刻な事態がもたらされるといわれています。現在、フロンは国際的な生産規制が実施されて

いますが、既に使用済みのフロンに対しては、いかに大気中への放出を防ぐかが大きな課題です。

地球にやさしい環境・オゾン層を守るために、大洲市では、フロン回収車で販売業者や最終処分場をまわり 、

家庭から持ち込まれた廃冷蔵庫のフロン回収を行っています。

今月号のみどころ

o第 5回大洲ジ、ユニア

トライアスロン大会・H ・H ・..p2 ~ 3 
070歳になったら届け出を .1 ...・H ・..…P4

0犬は正しく飼いましょう …...・H ・..…P5 

010月は土地月間…...・H ・..…………… P6 

0介護保険の要介護認定

10月1日から申請受付を開始……P7 

今月の納税は I I 市民の動き

平成11年 8月31日現在

市県民税 3期
人口 39，362人 (+ 18) 

男 18，785人 (+ 3) 

国民健康保険税3期 女 20，577人 (+ 15) 

世帯数 14，366世帯 ( +)8) 

納期は11月 1日です J 1面積 240.99平方和メ ル



広報おおず '99 10月号

一番の思い出グ今年の夏、
八
月
八
日
目
、
肱
川
の
緑
地
公
園
で
第
五
回
大
洲
ジ
ュ

=
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
百
四
十
四
名
の
選
手
が
参
加
。
真
夏
の
日

差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
、
夏
休
み

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着

し
た
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
。
当
日
は
、
よ
い
天
気
だ
っ

た
の
で
す
が
、
前
日
に
降
っ
た
雨
の

影
響
で
肱
川
が
増
水
し
て
い
た
た
め
、

予
定
し
て
い
た
ス
イ
ム
を
ラ
ン
に
変

更
、
デ
ユ
ア
ス

ロ
ン
形
式
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
本
競
技
で
は
、
参

加
す
る
選
手
に
あ
わ
せ
て
距
離
が
短

く
設
定
さ
れ
、
小
学
生
が
ラ
ン
一
・

二
キ
ロ
↓
バ
イ
ク
六
キ
ロ
↓
ラ
ン
二

キ
ロ
、
中
学
・
高
校
生
は
ラ
ン
二
キ

ロ
↓
バ
イ
ク
十
キ
ロ
↓
ラ
ン
四
キ
ロ

の
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
か
ら
、
駅
伝
の
部

・

高
校
生
の
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

駅
伝
の
部
は
、

三
人
で
ラ
ン
↓
バ

イ
ク
↓
ラ
ン
を
た
す
き
リ
レ
ー
す
る

も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
が
選
手
で
あ
る
と

と
も
に

一
番
の
応
援
団
で
す
。
チ
ー

ム
メ
l
ト
に
熱
い
声
援
を
送
り
合
い

な
が
ら
、
最
後
は
三
人
で
手
を
つ
な

い
で
笑
顔
の
ゴ

l
ル
。
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
は
自
分
と
の
戦
い
で
す
が
、
こ

の
駅
伝
で
は
力
を
合
わ
せ
て
の
戦
い
。

一
人
で
は
自
信
の
な
い
人
も
、

三
人

集
ま
れ
ば
大
丈
夫
。
皆
さ
ん
も
、
来

年
は
、
親
し
い
友
人
と
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
1

ま
た
、
高
校
生
の
部
は
、
小
・
中

学
生
対
象
か
ら
参
加
枠
を
広
げ
た
も

の
。
昨
年
、
中
学
三
年
生
で
参
加
し

て
く
れ
た
選
手
た
ち
が
、
再
び
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
全
選
手
が
見
事
完

走
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
過
酷
な

競
技
を
、
自
分
一
人
の
力
で
乗
り
越

え
た
選
手
、

三
人
で
心
を
つ
な
い
だ

選
手
た
ち
。
競
技
を
終
え
た
小
さ
な

鉄
人
た
ち
の
笑
顔
は
、
成
し
遂
げ
た

者
だ
け
が
味
わ
え
る
達
成
感
と
誇
り

に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
自
分
の
限

界
に
挑
戦
し
た
記
念
の
日
。
こ
の
日

は
、
特
別
な
夏
休
み
の
思
い
出
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
こ
の
大
会
は
、
約
百
四
十

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
は
、
前
日
の
コ

l
ス
づ

く
り
に
は
じ
ま
り
、
受
付
、
エ

l
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
飲
料
水
補
給
所
)

で
の
受
け
渡
し
と
大
活
躍
。
選
手
に

負
け
ず
劣
ら
ず
の
二
日
間
、
サ
ポ
ー

ト
の
鉄
人
と
な
っ
て
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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企大忙しの受付け企選手宣誓する成川君、西山君、中野君企マイペースを忘れずに
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昔日 F号 成 績 氏 名 住 所 タイム

第 1位 井 上 太 郎 大洲市 29分49秒

男子 第2位 二宮大佑 大洲市 32分23秒

4年
第3位 太田耕平 川之江市 35分13秒

第 1位 吉村奈々 松山市 30分34秒

女子 第2位 ニ好 歩 川之江市 33分07秒

第3位 和泉早姫 局知県 35分21秒

第 1位 大塚一平 松山市 28分55秒

男子 第2位 片岡大洋 高知県 28分56秒

5年
第3位 日野林昂志郎 広田 村 31分04秒

第 1位 東 夏海 長 崎 県 28分49秒

女子 第2位 尾上麻梨 大 洲 市 28分52秒

第3位 木上絵詞香 広島県 30分18秒

第 1位 神中 彬 松前町 25分53秒

小学生 男子 第2位 沖 良 彦 宇和島市 26分42秒

6年
第3位 吉 村 将 人 松山市 27分08秒

第 1位 一宮麻季 大 洲市 28分42秒

女子 第2位 村田真実 大洲市 36分10秒

第3位 山口詩織 福岡県 38分11秒

櫛部大地 大 洲 市

第 1位 ~木K 裕 之 大 洲市 26分27秒

高月 徹 大 洲 市

川西麻理 大 洲市

駅伝 第 2位 末光真妃 大洲市 28分16秒

北 川 千 尋 内 子 町

成川紘将 大 洲市

第 3位 西山昌吾 大 洲 市 30分22秒

中 野 光 次 大洲市

第 1位 菊田健二 長崎県 40分42秒

男子 第 2位 南 EEヨヨ 1E ぷで』7 JとA白 z川n42分25秒

中学生
第3位 丸尾公貞 吉田 町 43分11秒

第 1位 深田早紀 dてb7h rJL口， -;:川n45分41秒

女子 第 2位 弓立紗耶加 松 山 市 50分56秒

第 3位 片岡明日海 高知県 51分58秒

第 1位 水井研吾 大洲市 40分06秒

高校生 男子 第 2位 山 下 太 郎 高 知県 40分36秒

第3位村上陸輝大 洲市 42分07秒

企川沿いのコースをバイクで力走
~帽~ー~

企手をつないで、間もなくゴーjし/企選手を気遣うスタッフたち
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10月号'99 広報ああず

老人保健制度

70歳以上(寝たきりの人は65歳以上)のお年寄りの医療費は、すべて老人保健法の

もとに運営されることになっています。大洲市では、 70歳以上になる人に対して事前

に通知をいたしますので、市役所または最寄りの連絡所で届け出をしてください。

「老人医療受給者証」をお渡しします。

通
院
お
よ
び
入
院
に
か
か

る
費
用
の
一
部
負
担
額

{
通
院
}

O
受
診

一
回
に
つ
き
五
百
三
十
円

(月
四
回
、
二
千
円
限
度
)

・
薬
剤

一
部
負
担
金

平
成
十

一
年
七
月
一
日
よ
り
、
老

人
保
健
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
、

窓
口
で
薬
剤

一
部
負
担
金
を
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

{
入
院
}

o
一
日

に

つ

き

千

二
百
円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
五
百

円
で
す
。
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必お医者さんにかかるときは、

す医療機関の窓口へ「保険証Jr健
康手帳Jr老人医療受給者証」を提

入
院
中
の
一
目
の
食
事
に
か

か
る
費
用
の
一
部
負
担
額

O

一
般

受

給

者

七

百

六

十

円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

-
九
十
日
ま
で
の
入
院六

百
五
十
円

・
九
十
日
を
超
え
る
入
院
(
過
去

十
二
カ
月
の
入
院
日
数
)五

百
円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

三
百
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
市
役
所
保
険
環

境
課
で
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費

の
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係

・

老
人
保
険
係
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線
1
6
4
・
1
6
5
)

示してください。

平
成
十
年
度
の
老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
す
る
中
で
年
々

増
加
し
て
お
り
、
老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
七
十
九
万
干
百
六

十
六
円
で
前
年
度
よ
り
三

・
=
克
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
「
困
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
健
康
で
楽
し
い

老
後
を
送
る
た
め
に
も
、
壮
年
期
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

重
複
受
診
や
頻
回
受
診
の
な
い
適
正
な
受
診
を
心
ガ
け
ま
し
ょ
う
。

老人一人あたりの医療費

平成10年度大洲市の老人医療費の状況

項 目 -件数 金 額

入院 5，681 23億8，367万円

診療費 入院外 83，278 15億8，425万円

歯科 5，699 9，836万円

調 剤 12，544 1億4，850万円

施設医療費 入所
1，223 2億8，185万円

通所 903 8.789万円

訪 問 看 護 640 3，420万円

療柔マ養道ッ整費サ復(コー、ルセット、アンマ、 1，052 1，276万円
ジ)芯ど

4口〉、 計 1ll，020 46億3，竺堕旦

ー
寸

n
U
 

40 

30 

20 

5，854人
79万1，166円
81万1，051円

-年平均老人医療受給者数

.年間 1人あたり老人医療

-県平均 1人あたり老人医療費
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平成10年度平成9年度平成8年度平成7年度平成6年度
。



広報おおず '99 10月号

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

十
月
は
、

犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間

愛
媛
県
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
犬

の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
」
と
し

て
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方
の
啓
発
を

実
施
し
、
犬
に
よ
る
危
害
の
発
生
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
、
約
一
千
万
頭
の
犬
が

飼
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
そ
の

飼
い
方
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
人
は
、
自
分
と
ペ
ッ
ト

の
幸
せ
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
に

対
し
て
も
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
犬
も
人
も
、
み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
暮
ら
す
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

ル
l
ル
や
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

犬
は
必
す
つ
な
い
で
闘
い
ま
し
ょ
う

O
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

o
岐
傷
事
件
の
多
く
は
、
飼
い
犬
に

よ
る
も
の
で
、
飼
い
主
の
無
責
任

な
放
し
飼
い
が
原
因
で
す
。

O
運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
放
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

o
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を

加
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
も

ち
、
終
生
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

は
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か
、
犬

の
里
親
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
市
役
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

犬
の
習
性
を
よ
く
理
解
し
、
適
正
な

飼
育
管
理
に
努
め
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

O
根
気
と
愛
情
を
も
っ
て
、
正
し
い

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
、
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
と
き
の
フ
ン
の
後
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
。
環
境
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

O
不
幸
な
子
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ
う

飼
い
主
の
責
任
で
繁
殖
制
限
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う

O
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
、
注

射
済
票
を
必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

O
門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に
「
飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証
」
(
犬
の
鑑
札

と
一
緒
に
渡
し
て
い
ま
す
)
を
掲

示
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
震
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
必
す
受
け
ま
し
ょ
う

O
生
後
九
十
日
を
超
え
た
子
犬
は
、

登
録
と
年
一
回
の
予
防
注
射
を
必

ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は
、
一
回
限
り
で
二
年
目
以

降
は
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
受
け
て
い
な
い
方
は
指
定

獣
医
師
の
診
療
所
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

{
指
定
獣
医
師
}

・
久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

宮
③
3
2
2
3

・
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
村
)

宮

@
4
2
7
6

・
西
大
洲
動
物
病
院
(
西
大
洲
)

宮

@
3
3
0
3

※
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
、
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
犬
が
死

亡
し
た
場
合
に
は
、
市
役
所
保
険

環
境
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

《
犬
の
里
親
制
度
》

こ
の
制
度
は
、
犬
を
譲
り
た
い
人

と
犬
を
飼
い
た
い
人
の
双
方
が
登
録

し
て
、
市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場

合
も
飼
い
た
い
人
の
条
件
に
沿
っ
て

連
絡
し
ま
す
。
犬
を
飼
い
た
い
人
、

譲
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の
任
意
加
入

国
民
年
金
で
は
、
原
則
と
し
て
自

分
が
納
め
た
保
険
料
の
納
付
期
間
に

応
じ
て
、
受
け
取
る
老
齢
年
金
額
が

決
ま
る
た
め
、
加
入
手
続
き
が
遅
れ
た

り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
六
十
歳
を
迎
え
、
も
し

そ
う
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

た
り
、
必
要
な
期
間
を
補
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
要
件
に
該

当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

{
任
意
加
入
の
で
き
る
人
}

①
日
本
に
住
む
六
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
人

母子家庭・寡婦自立促進講習会

受講生募集

ますしっかりとした技術と資格を

身につけましょう

②
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
年
金
を
受

け
取
る
の
に
必
要
な
年
数
を
満
た

せ
な
い
人
で
、
七
十
歳
ま
で
の
間

に
必
要
年
数
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
る
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

③
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
六
十
歳
未
満
の
人

④
外
国
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

以
上
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

任
意
加
入
の
申
込
み
を
し
た
日
か

ら
、
止
め
る
申
し
出
を
す
る
日
ま

で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
を
希
望
す

る
人
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

目]ホームへjレ)¥一養成講座

( 3級課程)

[講習期間]平成11年10月 20 日(ポ~12月 16 日 (木)

午前9時~午後5時(計 9回開催)

[受講対象者]母子家庭の母及び寡婦

(年齢はおおむね45歳まで)

[募集人員12 0名
[受講料]無料

[場 所]八幡浜市北浜 1丁目 3-37 

八幡浜地方局会議室

[申込締切]10月8日(劃

[申し込み・問い合わせ先]

社会福祉課女性係 ft@2111C内線181・183)

[科

5 



広報ああず '99 10月号

10月I~
土地月間

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
っ
て
、
事
前
に
知
事

(そ

の
土
地
が
松
山
市
、
今
治
市
、
新
居

浜
市
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造

成
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許

可
の
必
要
な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

・
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

M
川
以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市

は
該
当
な
し
)

・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農

業
、
林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
及
び

こ
れ
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な

ど
以
外
で
、

一
定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該

当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

は、

三
千
平
方
M

川
以
上
の
開
発

行
為

O
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物

や
工
作
物
の
建
築
及
び
開
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事
務
所

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、

二
千
平
方

M
U乞
超
え
る

開
発
行
為
(
東
大
洲
の

一
部
は
0
平

方
M

川
以
上
)
は
、
そ
の
面
積
に
応

じ
、
県
又
は
大
洲
市
へ
の
事
前
協
議

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
。

大
洲
土
木
工
事
事
務
所

宮

@
5
1
2
1

企
画
調
整
課

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
8
8
)

平
成
十

一
年
三
月
に
、
国
土
庁
か

ら
、
平
成
十

一
年
の
地
価
公
示
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都

市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
標

準
値
)
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す

る
際
の
目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不

動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場

合
や
園
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公

共
用
地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と

さ
れ
る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員

・
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課
(
宮
@
2
1
1
1

内
線
3
8
8
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
ど
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
間
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
十
月
に
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
土
木
部
都
市
局

都
市
計
画
課
地
価
審
査
係
ま
で
。

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(
内
線
3
8
5
9
)

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。
次
の
事
例
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
契
約
後
、

二
週
間
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

{届
け
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

a
市
街
化
区
域

二
千
平
方
M
川以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

a
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
M
川以
上
の
土
地

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
M

川以
上
の
土
地

※
届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で
。

宮
(旬

2
1
1
1
(内
線
3
8
8
)

b c 

6 

観光いも園オーブン/10月9日(土)
【場所】大洲市上須戒松久保団地

【開園】 10月 9 日凶~ 1 0月下旬の土・日・祝日に開園します。
。区画が完売すると終了

【料金] 1区画 1，100円
【問い合わせ先】

松久保野菜組合 (村越忠雄組合長)ft@1181 
※団体で予約の場合は、平日でも開園します。また、

新鮮な野菜や果物の即売もしています。



広報ああず '99 10月号

19月23日佃開催

おもしろ・不思議
企楽しく、わかりやすく、教えます f

子
供
た
ち
が
楽
し
く
、
科
学
実

験
や
科
学
工
作
な
ど
を
直
接
体
験
で

き
る
場
を
提
供
し
、
自
然
の
不
思
議

さ
や
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
実
感
す

る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
や
技
術
に
対

す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
「
第
三
回
科
学

体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

m
大
洲
」
を

開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

{
日
時
}
十
月
二
十
三
日
出

九
時
三
十
分
j

十
五
時

{
場
所
】
大
洲
市
総
合
体
育
館

{
対
象
】
小

・
中
・
高
生

{
内
容
】
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

〈
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
グ
ニ
ヤ
グ

ニ
ヤ
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
、
大
気
圧

の
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
〉

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線

5
5
3
) 企シャボン玉づくり

一
一
一
~ 

lIiIi・

UJ・
一一-

__"，.，..，・

-
"!!!!!!'..・
l'つ~

、
叩
月
1
日
か
ら
d
y

t
p

申
請
受
付
、

平
成
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
は
、
介
護
の
必
要
な
人
が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
要
介
護

(
介
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
)
の
認
定
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
が
、
十
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
市
内
四
カ
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
皆
さ
ん
の
申
請
を
お
手
伝
い
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
大
洲
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
包

@
1
7
5
3

0
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
宮

@
3
4
3
8

0
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
春
賀
宮

@
1
4
7
1

0
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ド
宮
⑫
5
3
0
0

【
問
い
合
わ
せ
先
】

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
業
務
係

官

@
2
1
1
1
(内
線

1
7
4
・
1
7
5
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
尋
ね

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

一

介
護
保
険

ι

時
シ
リ
ー
ズ
ル
山

語

介
護
保
険
制
度
の
中
で
、
在
宅
サ
l

謁
ピ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
サ
l
ピ

詰
ス
の
利
用
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重

詰
要
に
な
り
ま
す
。

時

介
護
保
険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

時
の
必
要
度
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ
l

E

ピ
ス
の
上
限
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を

串
超
え
て
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま

由
せ
ん
。
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
有
効
に

串
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
利

帯
用
計
画
を
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る

串
の
で
す
。

告

【
計
画
外
の
サ
ー
ビ
ス
】

告

介
護
者
の
急
病
な
ど
で
急
に
在
宅

需
介
護
が
で
き
な
く
な
り
、
計
画
に
な

岳
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
必

岳
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

や

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

よ
う
な
と
き
は
、
例
外
と
し
て
計
画
外

の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

O
異
な
る
取
り
扱
い

介
護
保
険
で
は
、
原
則
と
し
て
計

画
に
従
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
そ
の

費
用
の

一
割
を
負
担
金
と
し
て
直
接

事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。

し
か
し
、
例
外
的
な
計
画
外
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
い

っ
た
ん
費
用
の

全
額
を
支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

一
定
期
間
内
の
利
用
が
、
決
め
ら
れ

た
限
度
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
、
そ
の
費
用
の
九
割
を

お
返
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
注
意

f

J

緊
急
な
理
由
に
よ
る
利
用
に
つ
い

一

て
も
、
介
護
認
定
の
申
請
だ
け
は
済

関

ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自

{
利
用
計
画
を
作
成
す
る
に
は
}

時

利
用
者
に
と

っ
て
、
効
果
の
あ
る

時

利
用
計
画
を
作
る
の
は
大
変
難
し
い

関

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
支
援

語

専
門
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

語

介
護
支
援
専
門
員
は
、
利
用
計
画

詩

作
成
の
専
門
家
で
、
利
用
者
の
希
望

語

を
尊
重
し
た
う
え
で
、
最
も
有
効
な

時

利
用
計
画
を
無
料
で
作
成
し
ま
す
。
時

そ
の
受
付
窓
口
に
つ
い
て
は
、
正

時

式
に
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た

串

し
ま
す
。

事

な
お
、
施
設
に
入
所
さ
れ
た
場
合

唱

の
介
護
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

事

で
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。明

倫
M
W
倫
M
W

倫
V
A
F

7 



10月号広報おおず '99

大
洲
市
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

主
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

大
洲
城
天
守
閣
の

使
用
木
材

今
月
号
で
は
大
洲
城
天
守
閣
に
使

用
す
る
木
材
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
に
は
、
ヒ
ノ
キ
、

ス
ギ
、
マ
ツ
を
使
用
し
ま
す
。
特
に
、

ヒ
ノ
キ
は
、
法
隆
寺
金
堂

・
五
重
塔

に
使
用
さ
れ
、
千
三
百
年
以
上
の
長

い
年
月
を
堪
え
ぬ
い
た
こ
と
は
有
名

で
す
。
ヒ
ノ
キ
は
主
に
柱
・
土
台
・

床
材
な
ど
主
要
部
分
に
、
ス
ギ
は
棟

木
・
垂
木
材
な
ど
に
、
松
は
梁
材
な

ど
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
ま
す
。

大
洲
城
に
使
用
さ
れ
て
い
た
木
材

に
つ
い
て
の
正
確
な
資
料
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
マ

ツ
以
外
に
ツ
ガ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
大
洲
地
方

に
は
現
在
良
質
の
ツ
ガ
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
前
述
の
ヒ
ノ

CI 

守38 第

キ
、
ス
ギ
、
マ
ツ
を
中
心
に
調
達
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
三
月
に
完
成
し
た
基
本
設

計
を
も
と
に
、
天
守
閣
に
使
用
す
る

木
材
の
本
数
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

約
千
百
四
十
本
の
丸
太
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
木
材
は
山
か
ら
搬
出
し
た
後
、
約

二
年
間
の
乾
燥
期
間
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
伐
採

後
、
虫
の
つ
き
に
く
い
冬
場
に
調
達

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
本
体
工
事

を
着
工
す
る
た
め
に
は
、
平
成
十
一

年
度
と
平
成
十
二
年
度
の
二
年
間
で

伐
採
・
搬
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

募
木
活
動
を

開
始
し
ま
す

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
に
使
用
す

る
木
材
を
募
集
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
地
元
の
木
材
を
使
用
し
、
市
民
手

づ
く
り
の
天
守
閣
復
元
を
目
指
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
風

土
で
育
っ
た
木
材
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
耐
久
性
に
も
優
れ
た
天
守
閣
を

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
守
閣
の
復
元
に
使
用
す
る
木
材

は
、
耐
火
性
、
耐
久
性
を
考
慮
し
、
木

材
の
赤
身
部
分
(
丸
太
の
中
心
部
分
)

の
み
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
用
材

一
本

一
本
が
通
常
の
建
築
物
に
使
用

す
る
も
の
よ
り
も
大
き
な
も
の
で
あ

る
た
め
、
次
に
該
当
す
る
よ
う
な
大

径
の
木
材
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
募
集
す
る
木
材
は
ヒ
ノ
キ
と
ス

ギ
に
限
り
ま
す
。

ヒ
ノ
キ
:
・
胸
高
直
径
四
十
セ
ン
チ
以

上
の
も
の

ス

ギ

:
・胸
高
直
径
四
十
セ
ン
チ
以

上
で
樹
齢
が
八
十
年
以
上

の
も
の

一

こ
れ
ら
の
木
材
の
調
達
は
、
大
洲

市
森
林
組
合
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

寄
付
い
た
だ
く
と
森
林
組
合
で
木
材

の
推
定
金
額
を
算
出
し
、
募
金
と
同

様
の
記
念
品

(か
わ
ら
版
「
復
元
大

洲
城
」
初
号
参
考
)
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
「
寄
木
台
帳
」
を
作
成

し
、
永
年
保
存
し
ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
に
使
用
す
る
木
材

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
大
洲
市
役
所

商
工
観
光
課
ま
で
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

近
づ
〈二

十
一
世
紀

お

お

ず

な
つ

よ

い

ろ

ど

は

な

び

た

い

か

い

吠
洲
の
夏
初
夜
を
務
坊
花
玖
大
会

も
終
わ
り
、
厳
し
い
支
暑
が
続
く
う

》

;

?

ち
に
、
日
め
く
り
の
日
付
が
い
つ
し

か
八
月
二
十
日
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

せ

い

き

こ
の
日
か
ら
二
十
一
世
紀
ま
で
、
あ

と
五

O
O
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が

始
ま
り
ま
し
た
。

吋

き

と

う

い

こ

ん

「
激
動
の
世
紀
ト
三
一一一戸
ゆ
hM~今

世
紀
に
続
い
て
、
漸
九
く
登
場
す
る

二
十

一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、

カ

こ

れ

き

し

は

ん

せ

い

た

ぜ

ん

じ

ん

油
去
初
濯
史
知
仮
省
に
立
っ
て
全
人

類
の
幸
福
を
実
現
し
た
い
と
い
う
、

ぜ
ん

せ

カ

い

ひ

と

び

と

ね

が

全
世
界
の
人
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
昨
今
、
人
権
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ

と

し

ね

ん

そ
の

一
つ
に
今
年
一
九
九
九
年
の

こ
く
さ
い
こ
う
れ
い
し
や
ね
ん

〔
国
際
清
齢
者
年
」
が
あ
り
ま
す
。

士
一・

3
J
3
正
L
V
A
刀

I
丈

u

t

A

刀

超
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者

カ

ん

ぜ

ん

し

や

か

い

さ

ん

カ

び

ょ

、

ど

、

が
完
全
に
社
会
参
加
が
で
き
、
平
等

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

ま

ち

カ

比
は
い
間
違
い
な
く
二
十
一
世
紀
の

重
要
な
テ
l
マ
の

一
つ
で
す
。

し
ゅ
う
さ
い
ん
ほ
ん
か
い

ま
た
、
こ
の
六
月
に
衆
議
院
本
会

さ
だ
ん
じ
よ
き
ょ
う
と
う
さ
ん
か
く
し
ゃ
カ
い
き
ほ
ん
日
う

議
ダ
ヨ
蓬
ハ
凋
惨
一四
一
社
冶
事
本
法
」

が
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
ま
し

ぜ
ん
ぶ
ん

た
が
、
そ
の
前
文
に
は
「
男
女
共
同

参
画
准
会
の
実
潮
流
二
十
ト
地
湘
初

加
が
咽
唯
会
を
決
定
す
れ
心
誠
重
要
課

題
と
位
置
付
け
る
」
と
明
記
さ
れ
て

8 
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人
権
と
同
和
教
育

い
ま
す
。

と
く
ち
ゅ
う
も
く

特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
七
月
に

だ

よ

う

ご

す

い

し

ん

し

ん

ぎ

か

い

出
さ
れ
た
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
か

そ

ん

ち

ょ

う

こ

く

み

ん

そ

う

ら
の
「
人
権
尊
重
に
つ
い
て
国
民
相

ご

り

カ

い

ふ

か

き
ょ
う
い
く
お
よ

E
刀
理
解
そ
深
め
る
た
め
の
教
育
及

吋
lv
は

ヨ

カ

ん

と

う

し

ん

ぴ
啓
発
に
関
す
る
答
申
」
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
「
わ
が
国
で

カ
ん

カ

し

だ

い

て

い

ち

ゃ

く

は
人
権
尊
重
の
考
え
が
次
第
に
定
着

し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も

の

こ

ど

う

わ
も
ん

残
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
同
和
問

だ

し

ふ

と

う

さ

ベ

っ

け

ん

ぼ

う
し
ご
で
つ

題
な
ど
不
当
な
差
別
は
、
憲
法
施
行

ご

い

じ

よ

う

け

い

か

こ

ん

に

ち

後
五
十
年
以
上
を
経
過
し
た
今
日
で

カ
L
V

し
ょ
、つ

も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
が

こ
く

さ

し

い

ち

い

ん

こ
れ
か
ら
国
際
社
会
の
一

員
と
し
て

は
っ
て
ん

発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

さ

っ

き

ゅ

う

か

い

け

つ

ひ

つ

の
課
題
を
早
急
に
解
決
し
て
い
く
必

ょ、っ要
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
ベ。

4
M

，ハ

さ
ら
に
同
和
問
題
に
関
す
る
差
別

い

し

き

ち

ゃ

く

じ

っ

意
識
は
、
桐
和
教
育
に
よ
っ
て
着
実

に
解
消
に
向
か
っ
て
い
る
と
し
な
が

け

7
』
ん
し
ゅ
う

し

ょ

く

さ

い

ら
、
結
婚
、
就
職
な
ど
の
際
に
ま
だ

の

こ

し

て

き

差
別
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

わ
た
し私

た
ち
は
、
今
ま
で
「
二
十

一
世

も

こ

あ

い

紀
に
差
別
を
持
ち
越
さ
な
い
」
を
合

」

と

は

と

く

言
葉
に
、
同
和
教
育
に
取
り
組
ん
で

ゼ
-
v
A
M

L
V

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
生

こ

ん

こ

か
し
、
今
後
も
「
人
権
の
世
紀
」
の

し
っ
そ
う
じ
っ
け
ん
っ
と

実
現
に
向
け
て
、
一
層
実
践
に
努
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

-
oa
自

n

i
''u

一一問仰山台ニ

ー
団
曜
e
q

帆



藤樹先生の教えを社会づくりに

長三孟吾再三三五会す

10月号

全国藤樹研究会ガ、 28日・ 29日の両日、本市で開催されました。
藤樹先生の教えを学ぼうと全固から約300人が参加。この臼は「生ま
れたからにlむと題して伊勢修養団研修所長中山靖雄氏の公開講演
が行われました。

安曇川町と友好提携

広報おおず '99

@主う 私もピアノガ、じようずになりたい/

， 99夏休み親と子のコンサートガ市民会館で開催されました。国際的
ピアニスト小}II典子さんの繊細かつ大胆な演奏let、会場に詰め力、けた
大勢の親子連れらを魅了しました。

ヲ② 現代の子育ては?

笑福亭仁鶴先生を講師に招いて、大洲夏季大学ガ開催されました。
仁鶴先生は、 8人兄弟であった自分の体験談をおもしろお力、しく交
え怠ガら、現代の子育てとその在り方について話されました。

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

3
5
5
Z
4
3
0
5335555zj$535jjμ3'JzJ'r

写~ 秋の味覚凡1もたさJ始まる

秋風のわたる如法寺河原で、いもたき初煮会ガ行われました。いも
たきを無料でふるまう4つの大鍋 (1500人分)には、長蛇の列。や
わらかくておいしい!と大好評でした。河原でのいもたきは10月下旬
まで行われます。

@ 道路清掃に対して感謝状

約20年間にわたって、毎日道路の清掃をされてきた保積侍さん
(西大洲)に対して、建設大臣から感謝状ガ贈られることとなり、こ
の目、大野大洲土木事務所長から、その感謝状が伝達されました。
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ふ
れ
あ
い
文
化
講
演
会

デ
ー
ブ
・

ス
ベ
ク
タ
ー
さ
ん

四
国
電
力
側
字
和
島
支
庖
、
大
洲
市

の
共
催
に
よ
り
、
「
ふ
れ
あ
い
文
化
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
、
放
送
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と

し
て
、
ま
た
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
デ
l
ブ
・
ス
ベ
ク
タ
ー
さ

ん
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
日
年
日
月
5
日
幽

開
場
口
時
叩
分

開
演
四
時
却
分

【
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

※
入
場
無
料
(
た
だ
し
、
入
場
整
理

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
)

【
入
場
整
理
券
}

聴
講
を
希
望
す
る
人
は
、
往
復
は
が

き

(l
枚
に
l
名
)
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
叩
月
下
旬
に
整
理
券
を
返
送
し
ま
す

(
申
込
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
)

【
申
込
期
間
】

平
成
日
年
叩
月
1
日
j

m
月
日
日

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

一T
7
9
5
1
0
0
5
2

大
洲
市
若
宮
5
3
5
1
2

四
国
電
力
側
大
洲
営
業
所
「
ふ
れ
あ

い
文
化
講
演
会
」
事
務
局

8
0
7
0
・
5
9
8
0
・
6
9
5
9

世
界
的
に
有
名
な
「
ヤ
ナ
l
チ

エ
ク

室
内
合
奏
団
」
(
チ
ェ

コ
)
を
招
き
、

音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】

平
成
十

一
年
十

一
月
十
三
日
出

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

【
場
所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

1
ル

【
入
場
料
】

千
円

※
入
場
券
は
十
月
十
三
日
制
か
ら
教
育

委
員
会
、
各
公
民
館
、
大
洲
芸
術
の
森

建
設
促
進
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

排
水
設
備
工
事
責
任

技

術

者

試

験

及

び

受

験

講

習

会

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
に

よ
る
責
任
技
術
者
試
験
並
び
に
講
習

会
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
「
公
共
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
庖
」
の
指
定
を
受
け

る
際
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
指
定
を

希
望
さ
れ
る
人
は
必
ず
受
験
し
て
く

だ
さ
い
。

V
受
験
講
習
会

【日
時
】
十

一
月
十
六
日

ω

午
前
十
時
i
午
後
十
二
時

午
後
一
時
三
十
分
i
三
時
三
十
分

【場
所
】

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
(
松
山
市
湊
町
七
|
五
)

【
受
講
料
]

二
千
円

【
テ
キ
ス
ト
代
}

二
千
円

V
統
一
試
験

【
日
時
】
十

一
月
二
十
八
日
同

午
後
一
時
三
十
分
j
三
時
三
十
分

【
場
所
}

松
山
市
立
東
中
学
校
(
松
山
市
文

京
町
二
|
二
)

{
試
験
手
数
料
】

三
千
円

※
申
込
受
付
期
間

十
月

一
日
幽
1
十
月
二
十
日
嗣

執
務
時
間
中

受
験
講
習
会
及
び
統
一
試
験
を
希

望
す
る
人
は
、
大
洲
市
役
所
下
水
道

課
(
本
庁
二
階
)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
に
は
受

験
申
込
書
、
住
民
票
の
写
し
、
写
真
、

資
格
証
明
書
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
謀
ま
で

0

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
5
4
)

図書館

十
月
新
刊
案
内

マ
マ
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
読
本

沢
木

哲
学
的
発
想
で
仕
事
が
変
わ
る

本
固
有
明
著

敵
を
つ
く
る
女
、
味
方
を
ふ
や
す
女

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ル

l
ピ
ン
著

さ
よ
な
ら
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス竹

下
節
子
著

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
を
め
ぐ
る
旅

武
田
正
彦
写
真

詐

欺

師

の

す

べ

て

久

保

博

司

著

娘
を
い
ら
い
ら
さ
せ
る
お
せ
習
か
い
な

母
親
た
ち

S
&
E
・コ

l
エ
ン
著

夢

の

あ

と

さ

き

石

田

典

生

著

定
年
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
石
田
易
司
著

銀
河
の
道
虹
の
架
け
橋
大
林
太
良
著

背
筋
を
伸
ば
せ
日
本
人
西
淳
潤

一
著

汚

名

油

井

喜

夫

著

法
医
学
あ
ら
・
か
る
と
西
丸
輿

一
著

野
菜
が
い
ち
ば
ん
徳
江
千
代
子
著

動
物
と
暮
ら
す
住
ま
い
岩
下
繁
昭
著

育
児
の
常
識
ウ
ソ
仔
ホ
ン
ト
ロ
・

細
谷
亮
太
著

「
主
夫
」
っ
て
い
い
か
も
藤
岡
良
著

簡
単
!
か
わ
い
い
!
こ
ど
も
服

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

ネ
コ
族
の
夜
明
村
松
友
視
ほ
か
著

犬
の
な
や
み
人
の
な
や
み
利
岡
裕
子
著

装

飾

と

デ

ザ

イ

ン

羽

生

清

著

岩
崎
紘
昌
の
だ
か
ら
骨
董
屋
は
面
白
い

岩
崎
紘
昌
著

西
野
弘
章
著

清
水
良
典
箸

安
倍
基
雄
著

伊

井

圭

著

尾

崎

護

著

鈴
木
輝
一
郎
著

文
著

防
波
堤
釣
り
の
極
意

最
後
の
文
芸
時
評

悔
あ
り
て
悔
な
し

啄
木
鳥
探
偵
庭

滴
ひ
か
る

狂
気
の
父
を
敬
え

10 

呉

子

起

つ

伴

野

朗

著

眠

る

鬼

高

橋

義

夫

著

ひ

ら

り

ひ

ら

り

と

中

山

千

夏

著

パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
悪
魔
広
瀬
隆
著

ル

ア

ン

笹

倉

明

著

か
ら
く
り
か
ら
く
さ
梨
木
香
歩
著

冬

の

伽

藍

小

池

真

理

子

著

俺

は

ど

し

ゃ

ぶ

り

須

藤

靖

貴

著

J

ピ

リ

オ

ド

乃

南

ア

サ

著

臓
器
提
供
者
ド
ナ
1

米
山
公
啓
著

特
派
員
が

死

ん

だ

夏

立

原

伸

行

著

リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
野
島
伸
司
著

波

斯

の

末

商

西

浮

裕

子

著

裏

社

員

〈

密

猟

〉

南

英

男

著

神

の

心

音

森

村

誠

一

著

旅

の

素

阿

川

佐

和

子

著

な
に
を
遺
せ
ま
す
か
中
野
孝
次
著

さ

く

ら

日

和

さ

く

ら

も

も

こ

著

美

女

入

門

林

真

理

子

著

連
続
殺
人
記
念
日

D
・
プ
リ
ル
著

虚
飾
の
果
て
にI

・
M
-
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著

国
境
な
き
犯
罪

K
・
ベ
ル
ト
ン
著

閉
鎖
病
棟

p
・
マ
グ
ラ
ア
著

マ
ツ
タ
l
ホ
ル
ン
の
殺
人

G
-
カ
l
著

哲
学
教
授
を
辞
め
て
探
偵
に
な
っ
た
男

上
・
下

J
・
ト
ン
プ
ソ
ン
著

新
訳
ド
ン
・
キ
ホ

l
テ
[
前
・
後
篇
]

セ
ル
パ
ン
テ
ス
著

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

イ
ア
ン

・
マ
キ
ュ

l
ア
ン
著

十
月
生
遅
学
習
講
座
ご
案
内

読
書
講
座

「
最
近
の
話
題
図
書
か
ら
」

講
師

楠
崎
倭
子
先
生

日
時

叩
月
初
日
(
水
)

、、7
n

U

!
l

1
ム

ハ

U
J

r
r
・‘

nぺ
υ
4
1
j

句
1目
a

n

〈
υ

、

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

.
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い



広報ああず '99 10月号

|水|道|業|吾面l
|緊|急|漏|水|当|番|

10月2自国側西田 興産

ft25-0211 
神南設備

ft25-4684 
10月3日(日)中央建設(掬

ft24-3556 
久保鉄工所

ft26-0537 
10月9目 的 ( 有 )神田鉄工所

ft24-4122 
(有)菊地浄イlオ普センター

ft25-2745 
10月10日(日)城戸電業社

ft25-2944 
松浦建設側

ft25-5335 
10月11日(月) 0槻 土居鉄工所

ft24-4519 
備)アサノ設備

ft24-0783 
10月16日(封筒)南予水道住設

ft25-1350 
佐藤 水 道 庖

ft24-4410 
10月17日(日)傭)星加水道設備

ft26-0020 
上甲 建設鮒

ft24-5914 
10月23日出徳森設備

合 25 -4 0 2 3 

滝田商庖

ft25-0901 
10月24日(日)傭)丸電工業

ft24-5351 
西田水道庖

ft26-0265 
10月30日出(有)三原設備

ft24-3783 
淳山水 道工事庖

ft24-2583 
10月31日(日) (有)いの水道設備

まま 24-2 2 1 6 
伊予屋 住 設

ft24-2541 

8月末までの

大洲市内の交通事故

18月末現在|昨年同期

件数 [182 [208

負傷者[ 248 [ 261 

死者 2 1 2 

11 

大
洲
市
で
は
、
「
大
洲
市
空
庖
舗

対
策
補
助
金
交
付
規
程
」
に
よ
り
、

大
洲
市
の
主
要
商
庖
街
の
空
庖
舗
を

有
効
に
活
用
し
て
、
市
内
商
庖
街
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
内
の
主
要
商
庖

街
の
空
庖
舗
を
利
用
し
て
商
業
(
小

売
業
な
ど
)
を
営
む
場
合
、
家
賃
の

2
分
の
l
を
1
年
間
、
ま
た
は
庖
舗

改
装
に
か
か
る
費
用
の

2
分
の

l
を

補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、

限
度
額
は
い
ず
れ
も
1
2
0
万
円
で

す
。
(
家
賃
か
庖
舗
改
装
費
の
い
ず

れ
か
一
方
の
み
の
補
助
に
な
り
ま
す
)

商
庖
街
活
性
化
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
熱
意
の
あ
る
人
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
空
庖
舗
を
所
有
す
る
人
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

g
@
2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

商
庖
街
で
商
売
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か

司
法
書
士
無
料
法
律

一

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

一

十
月

一
日
は

『
法
の
日
可

愛

媛

県

司
法
書
士
会
で
は
、
法
の
日
の
週
間
行

事
と
し
て
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相
続
、
売

買
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
供
託

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
訴
訟
手
続

き
(
書
類
作
成
な
ど
)
に
関
す
る
こ
と

及
び
公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を
中
心
に

米
穀
販
売
業
新
規
登
録

一

《
後
期
》
申
請
手
続
き

一

愛
媛
県
内
で
、
新
た
に
計
画
流
通
米

の
販
売
(
卸
売
業
・
小
売
業
)
を
行
お

う
と
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
知
事
の
登

録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

登
録
申
請
手
続
き
の
受
付
期
限
及
び
窓

口
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
受
付
期
限
}

平
成
日
年
四
月
却
日
ま
で

【
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
6
1
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜
一
|
一
一
一
|
三
七

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

m月
は
郵
便
貯
金
月
間
で
す

一

郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便

貯
金
月
間
」
と
定
め
、

P
R
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン

ク
ー
ル
」
の
入
賞
発
表
を
行
う
ほ
か
、

絵
画
・
書
道
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
介

護
教
室
、
料
理
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
郵
便
貯
金
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
大
切
な
お
金
は
、
国
の
財
政

投
融
資
の
主
要
な
原
資
と
し
て
、
園
、

地
方
公
共
団
体
、
公
庫
、
公
団
な
ど
各

方
面
に
融
資
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
関
係
の
深
い
住
宅
や
学
校
の
建
設
、

道
路
・
水
道
・
公
園
な
ど
の
生
活
環
境

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す。【
日
時
】

叩
月
2
日
出

/
叩
時
i
日
時

【
場
所
】

大
洲
市
民
会
館
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
司
法
書
士
会
大
洲
支
部

2
@
3
9
7
2
 

今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

一

カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集
f
一

今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
現
在
、
第
四
期
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、

産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
て

働
く
あ
な
た
に
確
か
な

一

さ
さ
え
労
働
保
険

一

労
働
省
で
は
、
十
月
を

「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
未
手
続
き
事
業
場
の
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
従
業
員
を

1
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
労
働
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
事
業
主
の

人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ

ロ
l
ワ
l
ク
大
洲
(
大
洲
公
共
職
業
安

定
所
)
宮
@
3
1
9
ー
ま
で
。

整
備
の
た
め
に
活
用
さ
れ
、
豊
か
な
社

会
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
郵
便
貯
金
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内
-

V
石
川
教
室
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
展

叩
月
5
日

ωi日
月
日
日
開

V
大
洲
陶
芸
会
作
品
展

日
月
日
日
制
j
m
月
口
日
同

V
永
井
恭
平
木
彫
画
展

日
月
四
日

ω
l
m月
白
日
刷

V
コ
ッ
ト
ン
キ
ャ
ン
デ
ィ
教
室
作
品
展

日
月
初
日
例
j

m
月
白
日
間

※
展
示
時
間
四
時
j
口
時

最
終
日
は
、
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
包
@
1
2
8
1

い
る
情
報
処
理
関
連
技
術
者
を
育
成
す

る
た
め
に
、
労
働
省
の
施
策
の
一
環
と

し
て
、
会
回
目
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

『
準
公
立
』
の
人
材
育
成
機
関
で
す
。

【
募
集
人
員
}
定
員
1
0
0名

-
シ
ス
テ
ム
設
計
科

(
シ
ス
テ
ム
開

発
コ

l
ス
/
画
像
処
理
コ

1
ス
)

・
o
Aシ
ス
テ
ム
科
(
情
報
ピ
ジ
、
不

ス
コ

l
ス
/
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
コ

l
ス
)

【修
業
年
限
】
全
日
制
2
年

【受
験
料
】
1
万
円

※
受
付
期
間
な
ど
、
詳
し
く
は
今
治
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
-
カ
レ
ッ
ジ
総
務
課
へ

0

8
0
8
9
8
・
2
2
・
8
0
0
0



10月号

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

{
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

叩

月

8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

日
時
四
月
初
日
岡

山
時
i
四
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時
叩
月
日
日
幽

叩
時
j
日
時

場
所
柳
沢
公
民
館

日
時
叩
月
四
日
例

叩
時
1

日
時

場

所

市

役

所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
は
法
務
局
合
@
4
1
5
5
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時
j
ロ
時
、
日
時
j
m
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

l
階
)

【
家
庭
児
童
担
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

相
談
ご
と
案
内

'99 広報おおず
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|日曜・祝祭日の当番医|

10月3日 藤本外医院(中町)

(日) n24-2310 

10月10日 村上外医院(片原町)

(日) n24-2262 

10月11日 岡本耳医院(本町)

(月) n24-3752 

10月17日 祖母井医院(中村)

(日) 合 24 -3 756 

10月24日 沢井耳医院(中村)

(日) n24-2510 

10月31日 沢井小医院(中村)

(日) n24-7530 

救急当番病院

曜日によって救急当番病院

は変わります。昼間・夜間の

急患など、ご相談は、その日

の当番病院まで。

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

水曜日加戸病院(若宮)

ft24-5101 

木~日曜日 大洲中央病院(東犬洲)

n24-4551 

検 献血のお知らせ

定 採血車が巡回し

試 町ご協力説
験 をお願い します。

の

お 10月7日嗣

長日 市立大洲病院 10:00~ 12:00 
伊予銀行大掛|支庖 13:30~ 15:00 

ら ミュウフ.ロダ、クツ 15:30~ 16:30 

せ 10月18日(月)
大洲市役所 10:00~ 16:00 

一

場
所
市
役
所
2
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
含

@
5
6
6
0
(政

所
)
ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
}

日

時

叩

月

4
日
間
、
初
日
附

日
時
j
m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

念

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
8
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
叩
月
日
日
幽

9
時
j

M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@作
h
F
μ
M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
却
分
1
口
時

合
(峨
日

μ
円心

担
当

国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
}

日

時

叩

月

8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日

時

毎

月
第
3
金
曜
日

日
時
j

日
時

V

エ
イ
ズ
検
査

・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日

日
時
j

u
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時
日
月
初
日
同

日
時
1
日
時

対

象

就

学
前
の
幼
児
(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

日
時

保健センターだより
合 23-0310

.乳幼児健康診査.

10月5日ω 平成11年 5月生※

10月12日ω 平成10年3月生

10月26日ω 平成 8年9月生

受付時間 13:00~13:30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.10カ月児育児相談・

10月4日(月)平成10年12月生

受付時間 9:30~10 ・ 00

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

ノてスタオル

.健麗相談・栄養相談.

10月25日(月)

10:00 ~ 12 ・ 00 、 13 ・ 00~ 15:00

実施場所 総合福祉センター 2階

持参品健康手帳(予約制)

.婦人がん検診のお知5せ・

受付時間 13:00~13:30 

検診料子宮がん検診 700円

乳がん検診 200円

10月20日制 大川連絡所

10月21日(木) 基幹集落センター

※いずれも70才以上の方は無料です0

・予防接種はお済みですか?・

三種混合・ 二種混合・麻疹・風

疹・日本脳炎の予防接種は、個別

接種となっており医療機関で受け

ることになります。小学校入学前

にこれらの予防接種を済ませておく

ことが望ましいので、特に来年小

学校に入学されるお子さんは、早

めに受けられることをお勧めします。

母子健康手帳を確認しておきましょ

っ。
また大洲市に転入された人で、

予防接種の済まれていない就学前

の子供がおられる人・妊娠中の人

は保健センター・各連絡所に母子

手帳を持参の上、来所してください。

商
工
会
議
所
で
は
、

次
の
と
り
検
定

試
験
を
行
い
ま
す
。

【
簿
記
}

受
付
期
間
叩
月
5
日
i
m
月
白
日

試

験

日

日

月

幻

日

【
商
業
英
語
】

受
付
期
間
叩
月
7
日
j
m
月
幻
日

試

験

日

日

月

お

日

※
詳
し
い
内
容
の
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所

8
@
4
1
1
ー
ま
で
。

市民運動会につい亡
10月10日(日)の市民運動会は、「徳森公園グラウ

ンド」で開催いたします。

各戸に配布しますプログラムに駐車場案内を

載せておりますので、確認のうえ、ご来場くだ

さい ご協力をお願いします。

革主童話。
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